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令
和
元
年
度
の
飯
野
公
民
館
の

利
用
者
は
、
合
計
で
約
二
万
四
千

人
で
し
た
。
平
成
三
十
年
度
と
比

べ
て
み
る
と
、
人
数
的
に
は
、
約

二
千
人
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
の
た
め
、
四
月
か
ら
五
月
ま
で
飯
野
公

民
館
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
六

月
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

上
図
は
、
昨
年
と
今
年
度
の
月
当
た
り
の

公
民
館
利
用
者
を
比
べ
た
グ
ラ
フ
で
す
。

今後の行事予定
10月 29日㈭

園芸ボランティア教室
冬用花鉢の寄せ植え

11月

  1日㈰
バードウォッチング
（場所  黒部川河口）

  4日㈬ 園芸ボランティア
現地研修（場所：南砺市）

  5日㈭
演芸ボランティア教室
チューリップ球根の植え付け

  7日㈯
  8日㈰ 飯野公民館まつり

未　定 鮭の溯上・採卵見学（場所  未定）

12月

3日㈭ スマホ教室

6日㈰ 親子そば打ち体験教室

1月   21日㈭ 新春囲碁大会

2月 21日㈰ ペタンク大会

3月 未　定 鮭の稚魚放流（場所  未定）

編 

集 

後 

記

　

今
年
度
の
前
期
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
た
め
、
敬
老
会
な
ど
の
公
民

館
行
事
が
中
止
に
な
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
州
を
始
め
と
す
る
各

地
に
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な

災
害
が
起
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

自
然
災
害
の
威
力
に
備
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

の
号
で
防
災
を
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
今
後
、
飯
野

公
民
館
の
防
災
体
制
等
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。（

谷
口
記
）

1.  新型コロナウィルスの関係から、行事が中止に
なることがあります。

2.  （場所　　 ）の表記のない行事は、飯野公民館
での開催となります。

“中止になった主な公民館行事”
５月度　・公民館運営協議会
　　　　・公民館協力員委嘱状交付式＆委員会
　　　　・下新川郡公民館連絡協議会総会

６月度　・第29回飯野地区吟遊会吟詠発表会
　　　　・さわやか挨拶運動

７月度　・敬老会

９月度　・３世代交流会

11月度  ・福祉講演会

公
民
館
利
用
者
数

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

　
　
　
　
　
公
民
館
行
事
の
中
止

お世話になります

・館　長　上　島　俊　晴（上飯野）
・主　事　谷　口　幸　男（道古）
・主事補　井　田　邦　章（芦崎）
　　　　　屋　木　秀　夫（道古）

地　区 氏　　　名
上飯野新 滝　本　和　美
せせらぎの里 鍋　谷　　　稔
道　古 屋　木　喜世子
国道筋 高　見　秀　明
宮　坪 川　口　美千子
農　愛 細　田　レイ子
三ツ家 野　坂　憲　司
学園団地 大　森　雅　則
上飯野 上　島　光　雄
上飯野第2 上　野　貴　宏
板　屋 嶋　田　俊　之
笹　原 島　瀬　康　一

五郎八・本村 飛　島　　　勝
水笑楽団地 堀　田　　　巧
蛇　沢 滝　本　敦　子
高　畠 裏　田　明　輝
芦崎第1 濱　屋　芳　博
芦崎第2 岡　本　　　勝
芦崎第3 清　田　正　昭
芦崎第4 西　島　孝　義
芦崎第5 井　田　　　博
下飯野新 山　崎　　　勇
神子沢 浜　田　清　由
五十里 沼　田　志津子
高　瀬 竹　本　　　勉
下飯野 塚　田　隆　明
園　家 野　坂　哲　也
報　徳 井　田　　　学

令和元年度 H30年度
延人数 延回数 延人数

青 少 年 13,296 500 16,065
女 性 団 体 1,767 173 1,788
成 人 団 体 3,184 318 4,128
高 齢 者 団 体 1,981 229 1,667
そ の 他 団 体 896 75 2,551
個 人 利 用 3,240 54 364

合　計 24,346 1,349 26,563

公民館協力員名簿 （敬称略）

・南砺市　菊まつり
・11月4日（水）
・申込：飯野公民館まで

園芸ボランティア現地研修
参加者募集

月別公民館利用人員
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国
道
筋
に
あ
る
川
瀬
医
院
の
側

を
流
れ
る
川
沿
い
に
、
筆
塚
と
い

う
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
筆
塚
は

道
増
源
兵
衛
の
遺
徳
を
称
え
、
明

治
９
年
３
月
に
道
増
先
生
の
弟
子

た
ち
が
筆
を
持
ち
寄
り
、
筆
を
碑

に
奉
納
し
て
建
立
し
た
も
の
で

す
。
碑
に
は
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏

筆
塚
源
兵
衛
弟
子
中
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

道
増
先
生
は
、
西
島
接
骨
院
の

隣
に
あ
る
、
道
古
の
島
尻
家
の
出

身
で
す
。
道
増
先
生
の
名
の
由
来

は
、
道
古
の
道
と
増
右
エ
門
（
屋

号
は
増
し
ょ
ん
さ
）
の
増
を
用
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、

幼
少
の
頃
か
ら
上
野
に
あ
る
正
覚

寺
の
光
林
住
職
に
つ
い
て
手
習
い

を
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
正
覚
寺

の
勉
学
に
あ
き
た
ら
ず
、
舟
見
村

の
弘
誓
庵
一
瓢
と
い
う
学
者
の
門

下
生
に
な
り
、
学
問
の
道
に
進
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
先
生
は
寺
子

屋
を
開
き
、
弟
子
た
ち
が
た
く
さ

ん
集
ま
っ
た
た
め
、
屋
敷
を
手
放

し
物
置
小
屋
に
住
い
し
な
が
ら
、

多
く
の
前
途
あ
る
人
材
を
育
て
ら

れ
た
偉
人
で
す
。

　

ま
た
、
先
生
は
道
古
部
落
の
冬

期
間
の
副
業
を
考
え
ら
れ
、
弟
子

で
あ
る
青
木
の
中
塚
長
介
に
、
氷

見
で
箕
作
り
を
習
っ
て
く
る
よ
う

に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
箕

作
り
を
道
古
部
落
の
全
戸
に
勧
め

ら
れ
、
道
古
部
落
で
１
円
を
支

払
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治

初
期
に
は
、
４
～
５
千
個
の
生
産

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
貧

困
の
道
古
が
非
常
に
豊
か
な
部
落

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
昭
和
40
年

頃
ま
で
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
製

品
の
普
及
に
よ
り
生
産
す
る
農
家

が
減
り
、
現
在
で
は
箕
を
作
っ
て

い
る
農
家
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
飯
野
小
学
校
百
年
史
よ
り
抜
粋
）

島尻家 川瀬医院

筆塚

　

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
は
、
黒
姫
山
周
辺
の
採
掘
場

か
ら
運
ん
で
き
た
石
灰
岩
を
「
岩

石
ハ
ン
マ
ー
」
で
砕
き
、
サ
ン
ゴ

や
コ
ケ
ム
シ
な
ど
の
化
石
を
捜
し

ま
し
た
。

　

化
石
の
入
っ
て
い
な
い
方
解
石

は
、
た
く
さ
ん
散
ら
ば
っ
て
お

り
、
す
ぐ
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
サ
ン
ゴ
な
ど
の
化
石

は
、
岩
を
砕
か
な
い
と
見
つ
け
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
見
つ
け
た
化

石
は
、
３
個
ま
で
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日本列島を取り巻く自然災害 防災を考える

飯野の自然と文化を訪ねて飯野の自然と文化を訪ねて
筆塚の由来  〜道増源兵衛の偉業と道古の箕作り〜

親
子
自
然
体
験
教
室

親
子
自
然
体
験
教
室 インターネット災害無料写真素材より

　

今
年
、
日
本
列
島
を
襲
っ
た
集
中
豪

雨
に
よ
っ
て
土
砂
災
害
、
堤
防
決
壊
に

よ
る
浸
水
等
の
激
甚
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
幸
い
に
も
入
善
町
は
、
大
き
な

被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

富
山
県
は
災
害
の
少
な
い
県
で
、
立

山
連
峰
に
よ
っ
て
災
害
を
防
い
で
く
れ

て
い
る
と
い
う
神
話
が
あ
り
ま
す
が
、

果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
近
年
地

球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
日
本
近
郊
の
海

水
温
度
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
海

水
温
度
の
上
昇
は
、
大
雨
と
台
風
の
発

生
に
大
き
な
関
連
性
が
あ
り
ま
す
。

　

入
善
町
の
避
難
所
は
、
校
区
単
位
と
な
っ
て
い
る
関
係

か
ら
、
飯
野
地
区
で
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
避
難
所

は
、
左
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
時
は
、
避
難

所
が
状
況
に
応
じ
て
順
次
開
設
さ
れ
る
た
め
、
必
ず
し
も

全
て
の
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
、
千
葉
県
を
襲
っ
た
台
風
15
号

に
よ
る
災
害
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
一
般
的
に
台
風
は
、
太
平

洋
赤
道
付
近
で
発
生
し
、
一
週
間
ほ
ど

で
日
本
に
到
達
し
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
昨
年
、
千
葉
県
を
襲
っ
た
台
風
15

号
は
、
海
水
温
度
の
上
昇
に
よ
り
日
本

近
郊
で
台
風
が
発
生
し
、
３
日
ほ
ど
で

日
本
に
上
陸
し
ま
し
た
。
日
本
近
郊
で

発
生
す
る
台
風
は
、
非
常
に
強
く
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
台
風
15
号
は
、
今
ま

で
に
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
今
後

は
日
本
近
海
の
海
水
温
度
の
上
昇
で
、

こ
の
よ
う
な
台
風
が
発
生
す
る
確
率
が

高
ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
地
域
の
防
災
を
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
に
、
入
善
町
か
ら
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
と
は
、
地
震
や

台
風
な
ど
の
自
然
現
象
を
引
き
起
こ
す

外
力
を
い
い
、
そ
の
影
響
が
お
よ
ぶ
と

想
定
さ
れ
る
区
域
と
避
難
に
関
す
る
情

報
を
地
図
に
ま
と
め
た
も
の
が
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
す
。
避
難
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
、
何
処
へ
行
け
ば
い
い
の
か
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

８
月
２
日
、
飯
野
小
学
校
の
生

徒
５
名
と
そ
の
保
護
者
、
公
民
館

関
係
者
の
14
名
で
、
糸
魚
川
市
に

あ
る
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
パ
ー
ク
と

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
パ
ー
ク
は
、

シ
ー
サ
イ
ド
ス
キ
ー
場
の
近
く
に

あ
り
、
約
１
６
０
０
万
年
前
に
日

本
列
島
が
誕
生
し
た
歴
史
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
写
真
の
右
側

の
東
は
、
約
１
６
０
０
万
年
前
、

左
側
の
西
は
約
４
億
年
前
の
地
層

で
、
断
層
と
地
質
の
違
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

飯
野
地
区
の
避
難
所

飯野小学校 飯野公民館 飯野保育所

黒部川洪水 ○ × ×

高潮・高波 ○ ○ ○

地震 ○ ○ ○

津波 ○ ○ ○

大規模火災 ○ ○ ○

園家山土砂災害 ○ ○ ○

入善町発行　令和2年4月1日現在の避難所


